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写真 1　第 3回公開研究会　大塚和義氏（2017 年 5月）




































写真 3　第 4回公開研究会　坂野徹氏（2017 年 9月）

































○第 3回公開研究会「アイヌ民族文化研究の歩み」大塚和義　2017年 5月 31日
○遠野フォーラム「伊能嘉矩　生誕 150年」への参加　2017年 8月 20日～21日　泉水英計
○第 4回公開研究会「杉浦健一による南洋群島島民土地制度調査の検証」飯髙伸五（高知県立大学） 
「占領と視察―『南洋新占領地視察報告』とは何か」坂野徹（日本大学）　2017年 9月 27日
○第 5回公開研究会「モンゴルに関するフィールド・サイエンスの黎明期―みんぱく梅棹資料から探る」 
小長谷有紀（人間文化研究機構・国立民族学博物館）　2018年 1月 12日
○ハワイ大学所蔵沖縄朝鮮地誌資料の調査　2018年 2月 11日～23日
　ハワイ大学ハミルトン図書館、朝鮮研究所、ハワイ大学法学部図書館、ホノルル芸術院資料室（ホノルル美術
館）　泉水英計
に張家口に設立された西北研究所での活動のなかにその起源があることが具体的に跡づけられた。
　以上の公開研究会のほかに、泉水英計所員がハワイ大学およびホノルル芸術院において沖縄とミ
クロネシアのフィールド調査史に関する資料調査をおこなった。
